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: は じ め に

わい性台木のM26に は気根束が発生し,ま た特定の台
木と穂品種との接ぎ目に接ぎ目こぶが生ずる。このような

気根東や接ぎ目こぶは水の移動を阻害するといわれている

が報告例は少ない。

そこで本試験では,気根東についてはヒートパルス法に
より,接ぎ月こぶについてはchangl)の行った方法により,
水の移動に及ぼす影響を検討した。

2実 験 方 法

(1)気根束について

昭和61年 8月 17日 には8年生の,同年8月 26日 には10年

生の `ふ じ '/M26を 供試 した。気根束上方は幹の肥大
が抑制されてくばんでおり,こ のくばんでいる部分 (以後

凹部という)の水の移動速度を,その近くで下方に気根束
のない部分 (以後凸部という)と 比較した。

水の移動速度の測定は, ヒートパルス法により行い, 8

月17日 には気根束から15m, 8月 26日 には15ca t方 のlUl
部と、その近くの凸部に錐で深さ0 7επ～ lmの穴をあけ,
センサーを挿し込んだ (図 1)。 測定は午前 6時から午後

5時～ 6時まで 1時間おきに行った。

図1 水移動速度測定部位
(8月 26日 )

(2)接ぎ目こぶについて

接ぎ目に典型的なこぶの見られた10年生 `ジ ョナゴール

ド'/M27及 び接ぎ目が多少肥大しているものの滑らか

な10年生 `ふ じ'/M27各 4樹を供試した。

昭和61年 12月 に図2に示すように接ぎ目部分を中心に20

mに切断した試料 (以後,接ぎ目部という)及び接ぎ日上

方の幹を20mに切断した試料 (以後 ,幹部という)を ,

Changの行った方法により試料の上端を減圧 (水銀柱で15,

30,60mの 3段階)と し,下端を水に浸し,これら試料の

中を通過する水量を測定した。

図2 水通過量測定試料

なお,こ の測定に先立って,試料を一晩水中で減圧状態

に置き,試料中の空気を取り除いた。また,試料ほ太さを ,

試料中央部の断面積で表わした。

3 結果及び考察

(1)気根束について

気根束が水移動に及ぼす影響を図 3に示した。水の移動

速度は,測定部位下方の気根束の有無によって大きな違い

がみられ,下方に気根束のある凹部の水移動速度は下方に

気根束のない凸部の約 1/2であつたo

気根束上方で水の移動速度の遅いことは,気根束が水の

移動を阻害していると考える。吉田
3)は
気根東が物質の転

流を妨げる可能性があると指摘しており,本試験の結果は,

それを裏付けたことになる。
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図3 水移動速度に及ぼす気根束の影響
(ヒ ー トパルス法 )
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12)接ぎ目こぶについて

試料上端の減圧程度と試料を通過した水量との関係を図
4に ,試料の太さと試料を通過した水量との関係を図 5に
示した。これによると,試料を通過した水量は減圧程度が
高まるはど また試料が太いはど多かった。
接ぎ目部を通過した水量は幹部に比べ少なく,接ぎ目部
が水の移動の際に抵抗の大きい部位であると思われる。こ

の接ぎ目部を通過した水量を `ジ ョナゴールド'/M27
と `ふ じ'/M27に ついて比較すると,いずれの減圧状
態においても `ジ ョナゴールド'の接ぎ目部は `ふ じ 'の

接ぎ目部の約1/3と 少なかった。

Warne Raby2)は M9台 を使った試験で,接ぎ目の
も、くらんでいる接ぎ目部で水の通過量が少ないと報告し,

本試験の結果と一致した。したがって,接ぎ目こぶのみら
れる接ぎ目部は,接 ぎ目こぶのないものより水の移動の際
に抵抗が大きいと考える。

減 [程 度 (aH′ )

図 4 試料上端の減庄程度と
通過水量

― ジョナゴ ルド
‐0お、じ

試料の断面積(凛〉

図 5通
話某笙
面積と30m Hgに おける

以上の試験から,気根東や接ぎ目こぶは水の移動を阻害
するという結果が得られた。気根束が多数発生している樹

や,接ぎ目こぶが著しく月巴大している樹で,樹勢の弱いも
のが多いが,こ の樹勢低下の原因の一つとして,気根東や

接ぎ目こぶによる水移動の阻害が考えられる。

4摘   要

わい性台リンゴ樹の台木に発生する気根束,ま た,著 し

く肥大した接ぎ目こぶが水の移動に影響するかを検討した。

(D 気根束の影響……M26台 `ふ じ 'の気根東上方の

水移動速度 (ヒ ートパルス法により測定)を気根束のない

部位と比較した結果,気根束上方の水移動速度は下方に気

根束のない部位の約 1/2であつたo

12)接ぎ目こぶの影響……接ぎ目こぶの著しく肥大して

いる `ジ ョナゴール ド'/M27と ,接 ぎ目部分の肥大の
小さヽヽ `お、じ '/M27を 供試 した。接ぎ目を中心に20m
に切断して接ぎ目部とし,その下部を水に浸し,上部を減

圧して水を通過させた。その結果,`ジ ョナゴールド'/
M27の接ぎ目部を通過 した水量は,`ふ じ・/M27の
約%であった。
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